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れるものの，子葉展開率が低下した。これに対し，種子低温処理を 14 日間の 2 回に分割して施すことで高い
子葉展開率と生育促進効果を維持できることを示した。 
最後に，第 4章では，人工光利用の閉鎖型育苗システムにおいて，安定的，かつ計画的な苗生産の可能性を
検討した。その結果，明暗期温度が 27.5℃一定で，明期長を 20 時間以上，PPFD を 100～125 mol・m-2・s-1
にすることで，定植後にロゼット化することなく，速やかに生育する苗生産が可能であることを示した。 
 以上のことから，吸水種子湿潤低温処理を適切に活用することでトルコギキョウの安定的で高品質な切り花
生産が可能となり，この育苗技術は高い実用性を有すると考えられた。加えて，今後の人工光利用の閉鎖型育
苗システムの開発・発展に資する有益な知見を有すると考えられた。 
 以上をもって，本論文は博士（農学）の学位を授与するに相応しいと判断した。 
